
いわさきひこ

いわさきひこまつ岩崎彦松安政 6 ・3 ・ 12 丹波国(京都

府)福知山藩士岩崎金助の長男として江戸桜田門外藩邸に生ま

れ，明治 4 年京都の某塾に入り，まもなく大津・ 大阪の英語学

校を転々し，同 10 年上京して工部大学官費生となり，同 16 年

優等の成績をもって同大学機械科を卒業した。

はじめ海軍省i主船局につとめたが，明治 17 年農商務省北海道

事業管理局炭破鉄道事務所に転じ，鉄道への第一歩を印した。

いくばくもなく炭破鉄道は北海道庁所管に移り，平井晴二郎を

所長に迎えたが，この間に累進して問 20 年北海道庁技師，鉄道

事務所汽車課長となり，所長代理をもっとめた。笠 21 年北海道

庁を辞し，山陽鉄道に入り汽車課長とな った。 のち同鉄道の経

営悪化により汽車課が廃止となり，同 24 年運転掛長兼工場鉛長，

次いで運輸課長などをつとめたが，同 27 年再び汽車課長に復し

た。こえて 28 年より 29 年にかけ， 英 ・米蒸気機関車の特長を

生かした国産機関車を設計し，はじめて兵庫工場でこれを製作

した。

明治 29 年鉄道局，矯但鉄道より派遣の$野村鰭太郎，武部憲

吉らと欧米の鉄道視察におもむき，帰国後はその新知識をも っ

て，ポギー客車・食堂車・寝台車等の製作，暖房装置の線用，

鷹取工場の建設などを行なしり鉄道車両の改善に貢献したため，

同鉄道の社運の興隆とともに，運転車両界第一人者の名声をあ

け.た。

明治 32 年九州鉄道株式会社顧問，翌年逓信省鉄道規程取調委

員，同 34 年阪鶴鉄道顧問等を経て，同年博士会の推薦により 工

学博士の学位を受けた。 同 39 年鉄道国有法が実飽きれ，山陽鉄

道貿収後は山陽鉄道作業局出張所長として鉄道・船舶その他付

帯業務いっさいの管理に当たり，翌 40 年帝国鉄道庁運輸部長兼

同部運転課長，翌 41 年には鉄道院西部鉄道管理局長となった。

明治 44 ・ 2 ・ 17 兵庫県垂水の自邸において急性肺炎で没した。

(矢口正輝)

いんきょく lまうしょく 陰極防食 (英) cathodic prot田-

tion 地下埋設構造物・海中施設・ボイラーなどのような，電

解質溶液に接する金属の腐食を防止する一方法。 電気防食法の

主体をなし，ほほ.同義に用いられる。目的とする金属を陰極と

して，ある程度以上の電流密度(防食電流密度)の電流を流入さ

せ，金属から流出する腐食電流を打ち消すことによって腐食を

防止する.電流の供給方法には，亜鉛・マグネ シ ウムなどと結

合してその電池作用を利用するもの (流電燭種法) と，他の電源

を使用するもの(外m・源法)とがあり，一般に小さな対象には

前者が，大規模で永久的防食が必要なものには後者が適用され

る。 主主装と併用すれば所要電流を軽減することができる。 実施

に際しては綿密な設計を必要とする場合が多い。

重量考文献 日 本学術娠興会編 金属防食技術便覧。

(神間正男 )

インタークーラ (英) intercooler (独) Ladeluftkühler, 

Ladeluftzwischenk�ler (仏)refroilisseur de I'air de suraｭ

Iimentation 中間冷却器・給気冷却器ともし 、 う。内燃機関にお

いて， 主として出力向とが目的で取り付けられる吸入空気の冷

却装置。 ディーゼル機関にあ っ ては，過給機と燃焼室の中間に

熱交娩器を備えて ， 圧縮によ っ て温度の向上した過給空気を冷

却して，吸入空気の比重をさ らに橋大させ，単位時間当りの燃

焼室への吸入空気重量を増大させることができる。これに対応

して燃料噴射量を橋大させると出力向上が得られ，場合によ っ

て，燃料噴射量を吸入空気量の増加に相応するだけ増加させな

いことにすると，燃焼状態の改善による賂料消費率の向上や，

排気温度の低下がはかれる。熱交換器において，吸入空気を冷

却する低温租IJの機成としては，次の 3 方式が考えられ，それぞ

れ性能上，情造上の得失がある。

(1) 峨関冷却水回路に直列にそう入した水冷

(2) 機関冷却水回路とは別の冷却水回路による水冷

(3) 水を使用せず空気により冷却するもの

通常 ( 1 ) ， (3 )の形態で約 10 % ， (2 )の形態で約 20% の出力向上が

可能である。わが国の鉄道車両用ディーゼル機関では， (1)の例

は，機関車用としての DML61 Z 形， (2 )の例は， DML61ZA 形，

動車用としての DMF15HZA 形が (3)の例に相当する。国鉄鋼l

式の車両用ディーゼル機関では，過給ならびにインタ -{l ーラ

を取り付けたものの名称には， Z を付けることとしている。

参考文献石井孝孝述 ディーゼル機関のインタークーラ

(ディーゼル 1964 ・ 12) (石井孝孝)

インターラプタ (英) interrupter 動力伝達用変速僚にお

いて，機械的ク ラッ チなどの切換えの際にショツグを防止する

ために， 一時的に原動機の回転を下げる装置で，普通切換えの

指令とともに自動的に作動する。鉄道車両用としては DD13 形

液体式ディーゼル機関車の DS 1. 2/1. 35 形液体変速機において

直結切換えの際に， 自動切換装置の作動油圧を利用して油圧ピ

見ト ンを作動させ，後点の開閉によって，原動機であるディー

ゼル機関の噴射量を一時的に下げ，回転速度を下げている 。 イ

ン F ーラプタ作動時聞は微調態できるようになっている。

(石井幸孝)
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